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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策、金融政策などの効果を背景とす

る企業収益の改善が、雇用・所得環境の改善や設備投資の増加につながり、緩やかな回復基調が続きま

した。一方、景気の先行きは、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の影響や海外経済の減速の懸

念などにより、依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループを取り巻く市場環境は、平成 25 年度補正予算と平成 26 年度予算において、当社グルー

プの強みが活かせる事業が多く含まれる東日本大震災からの復旧・復興、社会資本の強靭化・老朽化対

策、防災・減災対策などに重点配分されていることから、堅調に推移しております。 

このような状況の中、より一層の安定的な経営を行うためには、組織の一体化・効率化とガバナンス

を一層強化し、優秀な人材の確保と技術の総合化・多様化・差別化により、社会ニーズや社会構造の変

化にマッチした組織構造・事業構造・事業領域への転換を図ることにより、当社独自のビジネスモデル

を構築することが必要と考えます。 

当社グループは、平成 25 年から平成 27 年までの中期経営ビジョンにおいて、「イノベーションによ

る技術革新・市場創生と経営の効率化」を掲げ、特に①これまでの技術開発の成果をもとにした市場創

生・新規事業の展開、②グローバル人材の育成、③コーポレートガバナンスの強化の３つの重要な経営

課題に取り組むことにより、強い経営基盤の構築と安定的な成長を目指しております。 

当第２四半期連結累計期間における連結業績は、受注高 101 億６千７百万円（前年同四半期比 16.3％

増）、売上高は 119 億８千３百万円（前年同四半期比 8.0％増）となり、通期予想売上高 160 億円の

74.9％を計上いたしました。なお、当社グループの売上高は上半期に集中する季節変動特性を有してお

ります。 

売上高の増加及び徹底した工程管理による売上原価率の低減により、当第２四半期連結累計期間の営

業利益は 27 億７千１百万円（前年同四半期比 43.0％増）、経常利益は 27 億７千９百万円（前年同四半期

比 43.8％増）、更に特別利益として固定資産売却益を計上したことにより、四半期純利益は 21 億５千８

百万円（前年同四半期比69.3％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。（セグメント間取引を含んでおります。） 

 

（環境コンサルタント事業） 

同事業は、当社及び連結子会社４社（新日本環境調査㈱、沖縄環境調査㈱、東和環境科学㈱、以天安

（北京）科技有限公司）が行っている事業であり、環境アセスメント及び環境計画部門、環境生物部門、

数値解析部門、調査部門、環境化学部門、気象・沿岸部門の６部門より構成されております。 

売上高は 69 億７千５百万円（前年同四半期比 3.5％減）、セグメント利益は 13 億１千４百万円（前年

同四半期比37.5％増）となりました。 

 

（建設コンサルタント事業） 

同事業は、河川部門、水工部門、道路部門、橋梁部門の４部門より構成されております。 

 売上高は 46 億８千４百万円（前年同四半期比 32.9％増）、セグメント利益は 13 億６千５百万円（前年

同四半期比53.7％増）となりました。 

 

（情報システム事業） 

同事業は、システム開発及び画像解析等の事業を行っております。 

   売上高は３億１百万円（前年同四半期比 7.8％増）、セグメント利益は５千万円（前年同四半期比

33.0％増）となりました。 
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（不動産事業） 

同事業は、赤坂のオフィスビル、旧本社ビル等の不動産賃貸事業を行っております。 

   売上高は７千６百万円（前年同四半期比 18.5％減）、セグメント利益は４千１百万円（前年同四半期比

25.6％減）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  ①資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

資産合計は、前連結会計年度末と比べ６億４千６百万円増加し、216億１百万円となりました。 

流動資産につきましては、主に現金及び預金の増加45億６千９百万円、受取手形及び営業未収入金

の減少８億４千５百万円、仕掛品の減少 16 億９千８百万円により、前連結会計年度末に比べ 20 億９

千６百万円増加し、92億１千６百万円となりました。 

固定資産につきましては、主に建物の減少４億７百万円、土地の減少12億３千８百万円により、前

連結会計年度末に比べ14億５千万円減少し、123億８千５百万円となりました。 

(負債) 

負債合計は、前連結会計年度末と比べ 13 億８千３百万円減少し、81 億１千２百万円となりました。 

流動負債につきましては、主に支払手形及び営業未払金の減少２億１千８百万円、短期借入金の減

少24億３千万円、未払法人税等の増加10億４千１百万円により、前連結会計年度末に比べ11億４千

１百万円減少し48億９千万円となりました。 

固定負債につきましては、主に社債の減少４千万円、長期借入金の減少８千５百万円、退職給付引

当金の減少１億５百万円により、前連結会計年度末に比べ２億４千１百万円減少し、32 億２千１百万

円となりました。 

(純資産) 

純資産につきましては、主に利益剰余金の増加20億５千１百万円により、前連結会計年度末に比べ

20億２千９百万円増加し、134億８千９百万円となりました。 

企業の安定性を示す自己資本比率は、当四半期連結会計期間末は 62.4％であり、また、支払能力を

示す流動比率は188.4％であります。 

 

  ②キャッシュ・フローの状況 

    当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ 45 億６千９百万円増加(前年同四半期は 17 億２千万円の増加)し、54 億２千５百万円(前年

同四半期は25億３千４百万円)となりました。 

    当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は 52 億７千８百万円（前年同四

半期は53億１千１百万円の収入）となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益35億３

千７百万円、非資金支出費用である減価償却費２億４千９百万円、売上債権の減少額８億４千５百万円、

たな卸資産の減少額 16 億９千３百万円、仕入債務の減少額２億１千８百万円、前受金の増加額５億４

千８百万円によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、得られた資金は 20 億６千２百万円（前年同四

半期は２億９千４百万円の支出）となりました。これは主として、有形固定資産の売却による収入 22

億９千９百万円によるものであります。 
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(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は 28 億３千万円（前年同四半期

は32億９千７百万円の支出）となりました。これは主として、短期借入金の純減少額24億円、長期借

入金の返済による支出１億１千５百万円、社債の償還による支出２億３百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

   業績予想につきましては、前回（平成26年４月21日発表「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載

しております。）の業績予想から変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当第２四半期連結会計期間より、重要性が増した以天安（北京）科技有限公司を連結の範囲に含めて 

おります。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

（４）追加情報 

該当事項はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            （単位：千円） 

 報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 

環境コン 

サルタン 

ト事業 

建設コン

サルタン

ト事業 

情報システ

ム事業 

不動産 

事業 
計 

売上高      

外部顧客への売上高 7,225,965 3,525,568 279,245 63,835 11,094,615 ― 11,094,615

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部 

売上高又は振替高 
2,769 ― ― 29,634 32,403 △32,403 ―

計 7,228,734 3,525,568 279,245 93,469 11,127,019 △32,403 11,094,615

セグメント利益 955,782 888,188 37,613 55,960 1,937,544 30 1,937,575

（注）1セグメント間取引消去によるものであります。 

   2セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 

環境コン 

サルタン 

ト事業 

建設コン

サルタン

ト事業 

情報システ

ム事業 

不動産 

事業 
計 

売上高      

外部顧客への売上高 6,952,248 4,684,011 301,160 46,567 11,983,987 ― 11,983,987

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部 

売上高又は振替高 
22,837 ― ― 29,634 52,471 △52,471 ―

計 6,975,085 4,684,011 301,160 76,201 12,036,459 △52,471 11,983,987

セグメント利益 1,314,235 1,365,539 50,034 41,608 2,771,418 ― 2,771,418

（注）1セグメント間取引消去によるものであります。 

   2セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 

 

（７）重要な後発事象 

  該当事項はありません。 
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